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加温及び電照の有無が秋まき トルコギキョウの生育 。開花に及ぼす影響
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1 は じ め に

福島県内の トルコギキョウの代表的作型は「季咲き」と

称されるもので,秋に播種し,無加温パイブハウスにより

6～ 7月 に出荷される。また,近年は春まき秋切りの抑制

作型も導入されつつあるが,促成栽培による4～ 5月 出荷

の作型はほとんど行われていない。

このため,今後長期出荷体制を確立するためには,促成

栽培の振興が重要と考えられるので,促成栽培を行うため

の加温及び電照方法について検討を行った。

2試 験 方 法

0)試験場所 福島県農業試験場いわき支場

12)試験年次 1991年 ～1993年

13)試験区の構成

1)供試品種

表 1 供試品種

2)栽植様式 株間12側,条間12cI, 7条植え

3)施肥量 (kg/a)

N-15,P205-15,K20-15
4)育苗 198穴のセル成型 トレイを使用

最低気温を15℃ に設定 して加温

5)加温方法 温風暖房機を使用

6)長 日処理 1992年 :日没～20時まで

1993年 :22時～翌日2時まで

それぞれ60Wの 自熱電球 (個 /10ピ ,

高さlm)

7)切 り花法 1株当り3輪開花時に切り花

3 1t験結果及び考察

0)温度条件

定植後の加温温度の違いが平均切り花期に及ぼす影響に

ついて表 3に示 した。

平均切り花期は無加温より,加温を行った方が全体的に

早くなるが,最低気温を 5℃ と10℃ に設定した区では開花

の促進効果は低かった。

しかし,最低気温を15℃ に設定 した区では,無加温区に

比較 して開花の促進効果が著しく高く,1992年 9月 13日 播

表3 定植後の加温温度の違いが平均切り花期に及ぼ

す影響

年次      品    種    名
1991 ホワイトスター

1992 あずまの桜,あずまの紫

1993 ホワイトスター,ロ イヤルラベンダー,あずまの

桜,あすかの桜,グローリーパープル,フ レッシュ
パープル

2)加温及び電照方法

表 2 加温及び電照処理方法

年次   は種期   定植期   加

閤

度  電照

5

10

無加温

1991   10月 16日   1月 16日

11月 16日   2月 15日

年次 品  種
(月 /日 )(℃ ) (月 /日 )

1991ホ ワイトスター 10/16   5
10

無加温
11/16  5

10

無加温
1992あ ずまの桜   9/13 10  6/19± 55

15   5/16■ 83
無加温  7/7± 46
10   7/4± 41
15  6/16± 68

無加温  7/14■ 41
1993ホ ワイトスター 9//25  15   5//20± 87

無加温  6/20■ 47
あずまの桜   9/25  15   5/31■ 68

無加温  6/27±46

無

6/24±46`
6/29±62
7/2■43
6/30±42
6/30■45
6/28■ 27

1992   9月 13日   12月  4日
10月 14日   1月 17日

10

15

無加温

10//14
有

無

1993 9月 25日 12月 7日 15

無加温

有

無

に)耕種概要

1)播種期及び定植期 表 2の とおり 注 z:標準偏差
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種の「あずまの桜Jでは平均切り花期が52日 早まり,加温

の効果が高いことを示した。

2)日長条件

定植後の加温温度の違いと長日処理の有無が平均切り花

期に及ぼす影響について表 4に示 した。

最低気温を10℃ に設定して長日処理を行った区の平均切

り花時期は長日処理を行わない区とほぼ同時期であった。

しかし,最低気温を15℃ に設定 して長日処理を行うこと

により,著 しい開花の促進効果が見られた。

また,品種間でも日長処理による感応度合いが異なり,

今回供試した 2品種間では,「あずまの紫Jの方が長日処

理による開花促進の効果が大きく,特に 9月 13日播種区で

は平均切り花期で33日 開花が早まった。

0)切 り花品質

定植後の加温・長日処理が切り花品質に及ぼす影響につ

いて表 5に示 した。

加温・長日処理を行うことにより,いずれの品種も無処

理区より切り花長が長 くなった。

一方,切 り花重,節数,花奮数は加温・長日処理を行う

ことにより減少 した。

4 ま と め

秋まき促成栽培において, 5～ 10℃の加温では切り花時

期が無加温栽培と大差なく,加温の効果は低かったので,

15℃ の加温温度が必要と考えられる。また,電照を行って

開花を促進させる場合, 9月 中旬ごろ播種 し,定植後に15

℃の加温と電照処理を行うことにより, 4月 上旬から出荷

の促成栽培が可能となる。

加温・電照を行う促成栽培では,切 り花認質は「季咲き」

表4 定植後の加温温度の違いと長日処理の有無が平
均切り花期に及ぼす影響 (1992)

静
滑 ラ習)S羅

平

〔鞘

期

あずまの桜  9/13  10   有  6/19■ 81′

無  6/19± 55
15   有  4/24± 89

無  5/16± 83
無加温  有  6/25± 78

無  7/7± 46
10/14  10   有  7/4± 59

あずまの紫  9/13

無  7/4± 41
有  5/29± 75
無  6/16± 68
有  7/7± 46
無  7/14± 41
有  6/7■ 79
無   6/10■ 95
有  4/12■ 71
無  5/15■ 107

15

無加温

無  6/29± 53
有  5/28± 80
無  6/15± 80
有  7/6■ 54
無   7/10± 43

注 Z:標準偏差

のものより若千劣るが,商品としてはあまり問題がないと

考えられる。

なお,品種によって加温・電照による開花促進効果が異

なるので,今後検討の必要がある。

無加温  有  6/16± 64
無  6/27± 66

10/14  10   有  6/25± 68

15

無加温

表5 定植後の加温・電照が切り花品質に及ぼす影響 (1993)

品  種  肥

温・ 長
昌 

平

響 ふ

期  切

れ詣

長  切

a芳
重  節

鰤 )数

 花

幅 )数
ホワイトスター     有    5/1■ 68`   915     731     91    152

無    6/20± 47   820     957    101     211
ロイヤルラベンダー    有    5/7± 73    849     656     99     126

無    6/28± 52   739    1011    113     180
あずまの桜        有    5/10± 74    904     618     117     142

無    6/27± 46   828     916    137     202
あすかの桜        有    5/28± 102    963     968     143     171

無    7/2± 43   828    H64    144     217
グローリーパープル    有    5/31± 87   983     901     125     131

1長        7ノ/ 5こL 48       81 9          91 6          11 8          169

フレッシュパープル   有    6/4± 88   723     538    ■ 7     66
無    7/18± 65   662     835    132     84

注 Z:標準偏差
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